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要         旨 

 

本論文では４つの研究を実施し、テレビ視聴が子どもの学力・知

的能力に与える影響を詳細かつ包括的に検証した。 

研究１では、テレビ視聴時間と学力・知的能力との関連を検討す

る先行研究を対象にメタ分析を行い、研究上の特徴別に効果サイズ

を統合した。その結果、番組のジャンルをはじめ様々な研究上の特

徴によって両者間の相関関係が異なること、データ収集国には大き

な偏りがあることなどが確認された。 

研究２では、研究３と研究４で使用する映像メディア視聴日誌の

基準関連妥当性を検討するために、調査対象児童のテレビ視聴時間

を、映像メディア視聴日誌と視聴状況測定機器で測定した。両者の

データを比較した結果、映像メディア視聴日誌によって測定された

テレビ視聴時間の基準関連妥当性が、先行研究と同等以上に高いこ

とが示された。 

研究３では、小学生を対象に縦断調査を実施し、１時点目のテレ

ビ視聴時間が２時点目の知的能力に与える影響を検討した。その結

果、テレビ視聴時間は空間処理能力に対してポジティブな効果を示

した一方で、言語能力に対してネガティブな効果を示し、教育番組

の視聴時間は社会的規則の理解に対してポジティブな効果があっ

た。このことから、知的能力には、番組のコンテンツに関わらずテ

レビ視聴時間の影響を受けるものと、コンテンツによって影響が異

なるものとがある可能性が指摘された。 

研究４では、11 年にわたる長期縦断データを用い、テレビ視聴時

間、読書時間が国語の学力に与える影響を検討した。その結果、テ

レビ視聴時間によるネガティブな影響ならびに読書時間によるポジ

ティブな影響が、短期的にも長期的にも確認された。 
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